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未利研メルマガ 

第 27号 

新しいリサイクルの形を創造する㈱カラーループ 

 

サーキュラーエコノミーへの取り組みが世界中で注目され、活発化される中、大量に廃棄

されている繊維製品を循環利用する技術やシステム開発が急務となっています。そのような

折り、繊維廃材の色に着目してアップサイクル事業を進めておられる㈱カラーループが注目

されています。そこで、今回のメルマガでは㈱カラーループの内丸もと子 CEOに色に着目した

経緯や今後の展望などについてインタビューした内容について紹介させていただきます。（内

丸氏には 2018 年 12 月開催の情報交歓会でも講演していただきましたが、その後、㈱カラー

ループを起業されました。） 

 

インタビュー： 内丸もと子 CEO 聞き手：田村メルマガ編集委員長 

 

1. 内丸さんは衣類などの繊維製品を独自の方法（カラーリサイクルシステム）でアップサイ

クルする会社を経営されています。先ずは、このシステムの特徴を簡単に説明してくださ

い。 

回答：世界的な課題として SDGs が挙げられている中、繊維のリサイクルも多くの課題を抱え

ています。循環型社会を目指すためには、リサイクル素材が安価な素材として捉えられるので

はなく、魅力的で価値あるものとして社会に受け入れられる必要があります。繊維は様々な繊

維素材が混紡・混織され、素材分別が困難です。そのことから繊維リサイクルの困難さが挙げ

られます。そこで素材分別が難しい廃棄繊維を色に着目した新しい分別方法を行うことにより、

新たな価値を生み出し、一般消費者にとって好感度の高い素材やプロダクトを創出、提供す

ることができます。（京都工芸繊維大学）博士研究に基づく好感度の高い色分別 “Colour 

Recycle System®︎” を使用して、廃棄繊維を色分別し、サーキュラーエコノミーに繋がる素材

やプロダクトへとアップサイクルしていきます。 

 

2. 内丸さんは、なぜこの会社を起業することを考えたのですか？ 

回答：この研究の成果が現在行き詰まりを見せている廃棄繊維の問題の一つの糸口になる



のでは？そしてそれを正しく次の世代に繋いで生きたいと考えたからです。 

 

3. カラーリサイクルシステムを思いついたきっかけは何ですか？ 

回答：長年テキスタイルデザイナーとして、繊維素材を作ってきた経験から、現状では素材

分別によるリサイクル率向上は非常に難しいこと、また色が魅力的でなければものは売れない

という実感があったからです。 

 

4. 今、御社の取り組みはさまざまな企業/団体から注目されていますが、進行している事業/

プロダクツ例を紹介してください。 

回答：ここでは特定の企業名は差し控えますが、アパレル企業様のデッドストックや、繊維メー

カーの工場内廃材をアップサイクルするお取り組みを行なっています。また故繊維（一般消

費者の古着など）をアップサイクルした colourloop オリジナルプロダクトを百貨店の文具売り

場やイベントなどで展示販売しています。 

 

5. 御社の事業は、3年後、5年後、10年後にはどんな会社に育っていると思いますか？ 

回答：これは今はわかりません。一つ一つの取り組みに誠実に真摯に取り組んでいった先に、

成長があればいいと思っています。 

 

6. 内丸さんの夢は何ですか？ また、夢を実現するために欠かせないモノは何でしょうか？ 

回答：廃棄繊維のかっこいいアップサイクルなら“colourloop”と思ってもらえるような企業に成

長することです。 

 

7. カラーリサイクルシステムを進める上でどのようなネットワークが必要でしょうか？ 

回答：素材開発パートナー、製造パートナー、協働企業、デザイナーやクリエーターの方など

とネットワークを組んで、より魅力的な素材やプロダクトを市場へとアウトプットしていくことが必

要だと考えています。 

 

8. 今後の発展を考えた場合、クリアすべき課題は何ですか？ 

回答：コンソーシアムを組んで更なる品質の向上を目指し、安定的で魅力ある素材作りを行

っていければと思っています。また製造過程でのコストダウンやアップサイクル素材の価値向

上等、まだまだクリアすべき課題も多くあります。 

 

どうもありがとうございました。 

 

 

なお、内丸さんは本事業の取り組みに対して下記のように多くの賞を受賞されると共に、マ

スコミにも取り上げられています。 

 



主な受賞 

2013年 第 18回リサイクル技術開発本多賞：（一社）産業環境管理協会  

2019年 繊維学術賞：衣笠繊維研究所 

2020年 LED関西：ファイナリスト 

      APT Women：第 5期採択  

2021年 第 9回京都女性起業家賞：近畿経済産業局長賞、京都銀行賞 

マスコミ関係 

TV： 

2021年 NHK総合テレビ “ルソンの壺” 

新聞： 

2020年 読売新聞 

2020年 京都新聞 

2021年 繊研新聞 

【プロフィール】 

 内丸もと子 MOTOKO UTIMARU 

京都女子大学卒業 

Middlesex University （英国） Printed Textiles BA 首席卒業 

Anthea Davies Textile Studio （英国） 

帰国後、京都でテキスタイルデザイナーとして業務 

2011年 4月 京都工芸繊維大学博士課程で繊維リサイクルの研究を始める 

共同開発チーム Colour Recycle Network 発足 

2016年 3月 「色をベースにした繊維リサイクルシステムの研究」で学位(博士（工学）)取得 

2019年 8月 株式会社カラーループ設立 

 

 

 

 

 

https://www.colourloop.net/ 

（株）カラーループ オリジナル製品 

 

Colour Recycle System 



次回発行予定 

2021年 6月 

主な内容：次回情報交換会・情報交歓会について/未利研会員様・会員企業様の取り組み

現場から/etc 

  

編集後記 

”コロナ禍“・・・でも桜は綺麗です。 

 

ぜひ、今後とも未利研メルマガをご愛読ください。 

内容についてのご意見、希望する話題・内容、および配信停止・解除の連絡は下記、田村ま

でメールして頂ければ幸いです。 

 

 

無断転載禁止 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

NPO法人未利用資源事業化研究会 メルマガ編集委員長 

田村 哲志 tetsuji_tamura@miriyoshigen.jp 

〒602-0898京都市上京区今出川通烏丸東入上る相国寺門前町 636 

TEL/ FAX：075-252-5501 

https://miriyoshigen.wixsite.com/miriyoshigen 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 


